
平成25年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

課　名 高齢者福祉課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

高齢者、障がい者、子育て世帯等からの総合相談業務を行うことにより、地域住民のニーズや不安
に対応し、誰もが安心して暮らせる地域を実現する

対
象

高齢者、障がい者、子育
て世帯等

3 1 1 150 頁 社会福祉総務費 地域総合相談支援センター事業

事
業
概
要

　○地域総合相談支援センター事業
　　　・三重町に２ヶ所、他の町は各１ヶ所の地域総合相談支援センターを設置し、住民の相談業務に応じた
　　　　①委託料　     1,500,000円　×　8ヶ所　　　計　12,000,000円
　　　　②相談件数　　8,440件/年
　　　　③相談員　　   8名

経常
地域総合相談支援セン
ター事業

相談件数　8,440件 委託料 12,000 12,000

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債

12,000 2

その他 一般

12,000 12,000 0 0 0 12,000計

139



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２３～Ｈ２５（決算額）、Ｈ２６（予算現額）

指標の設定理由

ｄ

数値 目標 7,000件 目標 目標 目標

総合計画／後期基本計画において、基本施策（1-1-4）の目標としているため
数値

活
動
指
標

指標 a 相談件数 ｂ

成
果
指
標

指標名 地域住民の不安の解消 目
標
年
度

Ｈ27
-

a

ｃ

相談件数 件
9,039

129.1

b

成果指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 活動指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

地域住民の不安の解消
－ － 件 8,160 件 8,440 件

－ － －

－

－ －

－ － －

％ 116.6 ％ 120.6 ％

－ － －

12,000

対応（改善点等） － － －

12,000 12,000
前年並

－ －

1地相を除き、現在兼務１名体制であり、相談機能・自立支援が十分
でない。専従相談員１名体制が望ましい。

－ － －

課題
c

－

ｄ
－

財
源

うち経常経費 12,000 12,000 12,000 12,000

理由

県　　費

市　　債

国　　費

専従相談員の配置。

決 算 額 （千円）
Ｈ２３ Ｈ２4 Ｈ２５ Ｈ２６ 方向性

12,000

６．Ｈ２７年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

そ の 他

源
内
訳

一般財源

高齢者のひとり暮らしや高齢者
世帯が増え、相談件数も増加
傾向にある。

市　　債

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
少子高齢化が進行する中で、地域住
民の不安の解消に必要。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3
広く地域住民が安心して相談するた
めには行政が行うべき事業。

12,000 12,000 12,000 12,000

うち経常 12,000 12,000 12,000 12,000

事業費に係る人役 0.10 0.10 0.10 0.10

着眼点 分析

事業費に係る人件費 430 429 436 444

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3
相談に対する整備が図られているた
め。

事業の方向性 評価内容

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 2
在宅の要援護又は要援護となるおそ
れのある高齢者が対象。

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3
身近に相談できる場所があり、よく利
用されている。

見直し 事業内容を精査し、見直しを検討すること。

分析根拠
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